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今回の給食だよりは、
１ページ･･･水越教頭先生より
２ページ･･･給食委員会の活動
３ページ･･･摂食実技相談の様子
４ページ･･･向山栄養士の話
☆手洗いうがい、食事や睡眠などに気を付け、規則正しい生活を心がけましょう。

『心も満たす給食の時間』
水越 佳代

あけぼのブログで学校の
様子を発信しています。
←こちらからどうぞ！

私は小学生の頃、ブドウ畑に囲まれた小学校に通っていました。給食で楽しみだったのが「ワ
インゼリー」です。淡い紫色の手作りゼリーとそのネーミングに、少し大人になったような気分
になったことを覚えています。クラスのみんなも大好きで、おかわりをめぐってじゃんけんをし
たことが懐かしい思い出です。給食の時間は、毎日の楽しみの一つでした。

あけぼのでも、児童生徒は給食の時間をとても楽しみにしています。ある日の教室では、こん
な声が聞こえてきました。
「コーヒーゼリーとプリン、どちらのデザートが食べたいかな？」

待ちに待ったセレクト給食です。写真カードを見ながら真剣に悩む子どもたち。その目はきらき
らと輝いています。自分の選びたいデザートを見つめる顔、友達が選んだデザートに興味津々な
顔。どの表情からも、給食への期待が伝わってきます。廊下に掲示されたセレクト給食のボード
を毎日のように見ながら、わくわくした気持ちで当日を待つ姿もほほえましいものです。
そして、セレクト給食当日。
「やったね、コーヒーゼリーだ。生クリームがのってるね！」
「プリン、甘くておいしいね」

愛情のつまった手作りデザートを食べ、子どもたちは満足そうな表情でいっぱい。セレクトした
デザートの話題で、食堂が明るい雰囲気でいっぱいになりました。

給食の時間は、栄養の整った食事をいただく大切な時間であるとともに、人と人とのつながりを
感じる時間でもあります。「おいしいね」と声を掛け合いながら食べる給食は、子どもたちの心
と体に元気を届けてくれているように感じます。給食にはおなかを満たすだけではない、大きな
力があることを改めて感じます。

こうした温かな給食の時間は、医療センターの皆様、調理スタッフの皆様、そして保護者の皆
様の支えによって成り立っています。これからも給食の時間が、子どもたちの心と体の成長を支
える豊かな時間となることを願っています。日頃からの御理解と御協力に、心より感謝申し上げ
ます。
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今年度の委員会活動は、年に４回ほど、特別活動
の時間に行います。

7月17日（金）に、栄養士さんによる食育指導が行われました。今回のテーマは「夏を元気に過ごすため

の食事のポイント」でした。栄養士の向山さんにホールと食堂へお越しいただき、暑い夏休みを元気に過
ごすためのポイントを4つ教えていただきました。①水分をしっかりとる②朝ごはんを食べる③バランス
よく食べる④冷たいもののとり過ぎに注意する。の4つです。夏休みが明け、元気なみなさんの顔を見る
ことができて安心しました。きっと、この4つのポイントを意識して過ごすことができたのでしょう。まだ

まだ残暑が続くこの季節。ついつい好きなものや冷たいものばかり食べたくなりますが、栄養のバランス
を考えながらおいしく食べて、元気に楽しく過ごしましょう。

今年度の給食委員会
活動は、高等部３年生、
中学部３年生の３人で
することになりました。
セレクト給食をアピー
ルするための看板作り
や、食育指導の司会進
行など、この１年大活
躍してくれる予定です。
写真で被っている物は、
右からニンニク、サツ
マイモ、ショウガです。
今年の食育で登場する
かな？お楽しみに♪

元気に司会できました！
緊張したけど頑張りました！

生徒も先生もクイズに参加！



６月２５日（木）、山梨口腔保健センターの小澤章先生、新藤広基先生による、摂食実技相談があり
ました。子ども達の食べる機能の評価、食形態、姿勢、食べさせ方などを教えていただきました。

あらかじめビデオや資料を小澤先生に目を通しておいていただき、当日は食べる場面において直接指
導をしていただきました。

摂食実技相談では子どもたちの食形態や指導の内容を小澤先生に相談をすることができます。毎年、
年２回行われ、次回は１０月２９日（木）です。回数が少ないため、対象者は限られますが、希望があ
る場合は担任に相談してください。歯科医からの専門的な指導や情報が提供され、家庭でも生かすこと
ができます。

間接訓練とは、食物を使わずに行う基礎的訓練法です。口の周り
の筋肉を刺激することで、筋力の増強、コントロール能力の改善、
咀嚼・嚥下パターンの改善を目的とします。食物を用いる直接的訓
練法と比較して危険性が少なく、摂食機能を支える基礎的能力を高
めることができます。

※食事前、家庭でも行うと効果が出ます。

ガムラビング
（歯肉マッサージ）
歯茎に刺激を入れて、
感覚を高め、口の動き
をよくします。唾液が
出るので、唾液を飲む
練習にもなります。食
事前の歯みがきも同様
な効果があります。

舌訓練口外法
舌の筋肉を刺激して、
舌を上下させ、押しつ
ぶしの動きを出しやす
くします。飲み込みや
送り込みを誘発します。

口唇訓練
唇の周りの口輪筋
を伸ばしたり、縮
めたり刺激し、口
唇の閉じを良くし
ます。

頬訓練
頬の筋肉を刺激
して、頬の適度
な緊張により、
食べ物を押しつ
ぶしたり、奥歯
にのせたりでき
るようにします。
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Q.口に入れたものを出す時ってどんな時？

→自身の嗜好（好き嫌い）に対して口から出す場合と押し潰し機能が完全ではな

いから出す場合とがあります。好き嫌いの場合はすっぱいもの、味がないもの、
苦手なものなどがあてはまります。苦手な味を把握していけると良いですね。押
しつぶし機能が原因の場合は食塊形成不全からの咽頭残留でむせる場合が考えら
れます。ペースト食やソフト食を食べていても、むせる食材、たまる食材、付着
性の高い食材のパターンを把握し、固めのものは処理しやすいようにつぶしたり、
ゼリー粥やお茶で交互嚥下させたりすると良いでしょう。まだ処理が大変なよう
なら、一口量を調整すると良いと思います。

Q.咀嚼しにくい食材・食べにくい食材とは？

→気を付けたい食材は、筋があるもの、口の中でまとまりにくいもの、水分が少

ないもの、薄いものなどがあります。噛みにくそうなもの、食べにくそうなもの
など、食材によって負荷を変え、大きさを調整してあげてください。いんげんな
ど筋があるものは、断ち切るように切ると良いです。カボチャの皮は、固い部分
が残ることがあるので皮を剥き、きゅうりやわかめは１ｃｍを目安に、食材の難
易度によってハサミでカットすると良いでしょう。



に挑戦してみましょう！！
山梨県は食塩摂取量が多いことを知っていますか？Ｒ６年度の調査では、
男性は全国ワースト１位、女性はワースト５位でした。
県では、食塩のとりすぎを改善し、健康的な食生活を送ることを目指して、
「やまなし減塩宣言プロジェクト」を実施しています。
このプロジェクトでは、“無理なく続けられる減塩”をテーマ
にさまざまな人たちが、減塩の取り組みやアイデアを広げ、自然
に減塩できる食環境づくりを進めています。あけぼの医療福祉センター
もこのプロジェクトに参加しています。
みなさんもこの機会に食生活を見直してみませんか？今回は家庭でできる
減塩の工夫を紹介します。

出典：厚生労働省「知っていますか？食塩のとりすぎ問題」

あけぼの医療福祉センター
管理栄養士
向山 由貴子


